
人魚のレリーフ
　砂留トンネルの稲穂側入り口に人魚の立体レリーフ

があります。これは、平成元（１９８９）年にトンネルが完

成した際、道路を利用する皆さんの目を楽しませよう

と施されたもの。海洋都市小樽をイメージし平和の象

徴としてデザインされました。

　ハープを奏でながら優しい笑みを浮かべるその姿は、

ここを行き交う車と人々の安全無事を願っているよう

です。

小樽！見つけた！
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初議会が開かれました　市議会第１回臨時会今月の焦点

遊んで学ぼう！総合博物館

市長への手紙　皆さんの声をお聴かせください
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こ
れ
か
ら
の
議
会
構
成

　

市
議
会
は
、
市
民
の
代
表
と
し

て
選
ば
れ
た　

人
の
議
員
で
構
成

２８

さ
れ
る
も
の
で
、
市
民
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
話
し
合
い
、
市

政
の
重
要
な
事
柄
を
決
定
す
る
大

切
な
機
関
で
す
。

　

改
選
後
の
初
議
会
と
な
っ
た
第

１
回
臨
時
会
は
、
議
会
構
成
な
ど

を
決
め
る
も
の
で
、
議
長
に 
見  
楚 
み 

そ

 
谷  
登  
志 

や 

た
か 

し

氏
、
副
議
長
に 
佐  
野  
治  
男 

さ 

の 

は
る 

お

氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総

務
・
経
済
・
厚
生
・
建
設
の
各
常

任
委
員
会
、
学
校
適
正
配
置
等
調

査
・
市
立
病
院
調
査
の
両
特
別
委

員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
長
・
副
委
員
長
・
委

員
も
決
ま
り
ま
し
た
（
詳
し
く
は

下
の
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

初議会が
開かれ
ました

市議会第１回
臨時会

今月の

焦点

４
月　

日
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
議
会

２２

が
、
５
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
第
１
回
臨
時
会

２４

２５

で
は
、
議
長
・
副
議
長
と
各
委
員
会
の
委
員
な
ど
が
選
ば
れ
、
副
市
長
・
監

査
委
員
の
選
任
が
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
の

内
容
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学校適正配置等調査特別委員会

市内の小・中学校の適正配置などに関す

る調査をします。

委員長

　佐々木勝利（民・市）

副委員長　井川浩子（自）

委員　　　千葉美幸（公）成田祐樹（平）

　　　　　菊地葉子（共）斉藤陽一良（公）

　　　　　佐藤禎洋（自）山口保（民・市）

　　　　　北野義紀（共）

���

�委員の氏名は敬称を略しています。
�会派名は（自）が自民党、（公）が公明党、（共）が共産党、（民・市）が民主党・市民連合、（平）が平成会、（無）が無所属の略です。
�各議員は、いずれかの常任委員会に必ず所属します。

市立病院調査特別委員会

市立病院に関する調査をします。

委員長

　成田晃司（自）

副委員長　斎藤博行（民・市）

委員　　　秋元智憲（公）大橋一弘（平）

　　　　　中島麗子（共）高橋克幸（公）

　　　　　山田雅敏（自）濱本進（自）

　　　　　古沢勝則（共）

議会運営委員会

会期や日程など、議会運営について協議

します。

委員長

　横田久俊（自）

副委員長　成田晃司（自）

委員　　　吹田友三郎（平）高橋克幸（公）

　　　　　斉藤陽一良（公）山田雅敏（自）

　　　　　斎藤博行（民・市）新谷とし（共）

　　　　　古沢勝則（共）

議長・副議長
を選出

見楚谷登志議長

佐野治男副議長

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
等

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
次
の
議

案
等
が
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
可
決
さ
れ
た
議
案
〉

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１９

算▼
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
事

１９

業
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
平
成　

年
度
老
人
保
健
事
業
特

１９

別
会
計
補
正
予
算

▼
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
（
議
会
運
営
委

員
会
委
員
定
数
の
変
更
）

〈
承
認
さ
れ
た
専
決
処
分
報
告
〉

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
・
経
営
支

援
特
別
資
金
損
失
補
償
費

▼
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
・
損
害

賠
償
請
求
事
件
に
か
か
る
賠
償
金

▼
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
市
長
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関

す
る
条
例

▼
控
訴
の
提
起

副
市
長
・
監
査
委
員
の
選
任

　

こ
の
ほ
か
、
副
市
長
と
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
も
同
意
さ
れ

て
い
ま
す
。副
市
長
に
は
、前
総
務

部
長
の 
山  
田  
厚 
氏
が
就
任
し
ま

や
ま 

だ 

あ
つ
し

し
た
。監
査
委
員
に
は
、市
議
会
議

員
の 
久  
末  
恵  
子 
氏
と
税
理
士
の 
木 

ひ
さ 
す
え 
け
い 

こ 

き

 
野  
下  
智  
哉 
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

の 
し
た 
と
も 
や
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経済常任委員会総務常任委員会

経済部・港湾部・農業委員会

の仕事を担当します。

総務部・財政部・消防本部・

教育委員会などの仕事を担当

します。

委員長

大橋一弘（平）

委員長

前田清貴（自）

副委員長　新谷とし（共）

委員　

　佐野治男（公）濱本進（自）　

　林下孤芳（民・市）大竹秀文（自）

　見楚谷登志（自）

　

副委員長　高橋克幸（公）

委員　

　鈴木喜明（無）菊地葉子（共）

　佐藤禎洋（自）佐々木勝利（民・市）

　横田久俊（自）

建設常任委員会厚生常任委員会

建設部・水道局の仕事を担当

します。

市民部・福祉部・保健所・環境

部・病院の仕事を担当します。

委員長

斉藤陽一良（公）

委員長

北野義紀（共）

副委員長　山田雅敏（自）

委員　

　秋元智憲（公）成田祐樹（平）

　山口保（民・市）古沢勝則（共）

　久末恵子（自）　

副委員長　吹田友三郎（平）

委員　

　千葉美幸（公）中島麗子（共）

　井川浩子（自）斎藤博行（民・市）

　成田晃司（自）

　

各委員会の役割と委員

市議会とは…
●市議会
　市議会議員によって構成され、予算や条

例などをはじめとした市民生活のさまざま

な課題について審議し、どのように処理す

るかを決めます。市長の執行機関に対し、

議会は議決機関と呼ばれています。

●市議会議員
　４年ごとに市民の皆さんによる選挙で選

ばれます。議員の定数は、法律により人口

に応じて条例で定めることになっていま

す。小樽市では現在、条例で２８人と定めて

います。

●定例会と臨時会
　市議会には年４回の定例会（２月・６月・

９月・１２月）と、必要に応じて開かれる臨時

会があり、いずれも市長が招集します。ま

た、議長が議会運営委員会の議決を経た場

合、または、議員定数の４分の１以上の議

員から請求があった場合、市長は臨時会を

招集することになっています。

●本会議と委員会
　本会議は、議員全員で構成される議会の

最終的な意思を決定する場です。委員会

は、行政の多様化に対応し、本会議で議決

する前に少人数の議員で議案などを効率

的・専門的に審議する場です。

●おたる市議会だより
　議会での主な質問や議決結果を、市民の

皆さんにお知らせするため、議会広報誌

「おたる市議会だより」を年４回発行してい

ます。

�お問い合わせは、議会事務局��２８４７、

��２３１５へどうぞ。

久末恵子監査委員

���

山田厚副市長 木野下智哉監査委員

副市長・監査委員の選任が同意
されました
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平成１８年３月に閉館した交通記念館が、７月１４日�から総合博物館として新たにオープンします。

今回は、この施設の見どころを小学生代表の深冬ちゃんと圭惣くんに紹介してもらいます。
み ふゆ けい ぞう

１階

総総合合博博物物館館
遊んで学ぼう！遊んで学ぼう！

体験リポーターの

深冬です

圭惣です

�しづか号
（深）博物館のメーン展示、しづか号だよ。大
きくてかっこいいね。
（圭）運転席に乗れたのがうれしかった！

�レファレンスルーム
（深）わぁ、がい骨に触っちゃった。
（圭）学芸員さんにいろいろ教えてもらったよ。
パソコンも使っていいんだって。

�ドームシアター
（深）デジタルプラネタリウムな
んだって。星が降ってくるみた
い！
（圭）口を開けてたら入ってきそ
う…。

�

��

※文中の（深）は深冬ちゃん、（圭）は圭惣くんです。

誰
も
が
楽
し
め
る
施
設
へ

　

総
合
博
物
館
は
、
交
通
記
念
館
の
鉄
道

資
料
に
、
小
樽
の
自
然
や
歴
史
の
資
料
、

実
験
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
科
学
の
要

素
を
加
え
た
新
し
い
施
設
で
す
。
鉄
道
に

関
心
の
深
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
小
樽
に
つ

い
て
学
び
た
い
方
や
科
学
の
実
験
・
工
作

を
し
た
い
お
子
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
に
は
科
学
・
歴
史
・
鉄
道

の
各
分
野
に
詳
し
い
学
芸
員
が
い
ま
す
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム
（
上
の
図
�
）
は
誰
で
も
無
料
で
利
用

で
き
、
学
芸
員
へ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
小

樽
に
関
す
る
資
料
が
検
索
で
き
る
パ
ソ
コ

ン
５
台
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

展
示
内
容
も
充
実

　

１
階
の
展
示
室
と
屋
外
は
、
交
通
記
念

館
の
鉄
道
資
料
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
（
上
の
図
�
）

で
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）
と
特

別
番
組
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」（　

年
３
月
ま

２０

で
。
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
０
０
円
）
を
上
映
し
ま
す
。

　

２
階
に
は
、
新
設
し
た
実
験
室
（
左
上

の
図
�
）、
科
学
展
示
室
（
左
上
の
図
�
）、

�そのほかの情報�

展示・催しと直近の行事予定
�夏季は、蒸気機関車「アイアンホース号」を無料で運行

　します。ぜひご利用ください。

�企画展示室では、１０月２１日まで「博物館名品展」を開催

　します。

※現在予定している主な行事

�８月９日…科学の祭典（小樽大会）

�１０月６日…秋の自然とキノコ展

�１０月２７日～２８日…科学の祭典（北海道大会）

年間パスポートの先行予約を１０日�まで受け付け
　年間パスポートを７月１０日�までに予約すると、限定デ

ザインのパスポート（右の写

真）と、ドームシアターの特

別番組「銀河鉄道の夜」の鑑賞

券を１枚差し上げます。申し

込みは、新博物館開設準備室（総合博物館）か博物館（７

月１４日から運河館となります）へ。ファクスと電子メール

で申し込む方は、氏名・年齢・電話番号を書いて、��２６７８、

�hakubutukan-pass@city.otaru.hokkaido.jpへ。

５　平成１９（２００７）年７月　広報おたる

２階

�
科
学
展
示
室

（
深
）科
学
館
に
あ
っ
た
展
示
は
、
こ

こ
に
置
か
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

（
圭
）こ
れ
は
新
し
い
展
示
の
「
鉄
道

の
科
学
」
だ
っ
て
。
ハ
ン
ド
ル
を
回

す
と
電
車
が
動
く
よ
。

�実験室
 （深）ここでは、いろんな実験をやってみせてくれるよ。今回
は静電気の実験。バチバチいってる…ちょっと怖いな。
（圭）ビニールテープが広がったよ、面白い！

共通入館料
（本館＋運河館）

普通入館料
年間

パスポート
【入館料】

運河館
本館

冬季夏季

無　　　料中学生以下

５００円３００円３００円４００円１０００円一般

２５０円１５０円１５０円２００円５００円
高校生と市内在住
の７０歳以上の方

※夏季は４月29日～１１月３日、冬季は１１月４日～４月２８日で
す。ただし、祝日などで日付が変わる場合もあります。
※身体障害者手帳などをお持ちの方とその介護者は無料。
※団体利用（２０人以上）の場合は２割引き。

�

�

� 石  川  深  冬 ちゃん（８歳）
いし かわ み ふゆ

やっぱり、しづか号が一番好き！レファレン

スルームのはく製にはびっくりしたよ。次来

たときは、アイアンホース号に乗りたいな。

� 棧  敷  圭  惣 くん（９歳）
さ じき けい ぞう

実験が面白かった。科学展示室でもっと遊び

たかったな。まだまだ見てないところもある

から、また来たい！

�リポートを終えて�

企
画
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
企
画
展
示
室

で
は
、
小
樽
の
歴
史
や
自
然
に
関
す
る
企

画
展
な
ど
を
随
時
開
催
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

企
画
展
や
催
し
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
左
下
の
枠
を
参
照
）
や

本
誌
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
直
近
の

予
定
は
、
左
上
の
枠
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�小樽市総合博物館
住所：手宮１丁目３番６号（��２５２３、��２６７８）
開館時間：午前９時半～午後５時
定休日：火曜日（祝日と年末年始を除く）
駐車場：１５０台（無料）
ホームページ：http://www.city.otaru.hokkaido.jp/kyouiku/museum/museum.htm



　

こ
の
ほ
か
、
市
役
所
渡
り
廊
下
、
総
合
・

塩
谷
・
銭
函
の
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
「
市
民
の
声
」
投
書
箱
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
送
信
で
き
る

「
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
」で
も
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
広
聴
課
�
�

４
１
１
１
内
線
３
９
４
、
�
�
４
３
３
１

へ
ど
う
ぞ
。
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な
お
、
手
紙
は
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
場
合
は
回
答
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
事
実
や
場
所
の
確
認
が
必
要
な
と
き

に
対
応
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
に
誠
実
に
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
お
名
前
と
連
絡
先

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ま
た
、
記
入
い
た
だ
い
た
個

人
情
報
は
手
紙
の
回
答
や
内
容
確
認
以
外

に
使
用
し
ま
せ
ん
）

　

専
用
用
紙
は
、
市
役
所
別
館
市
民

ホ
ー
ル
や
、
総
合
・
塩
谷
・
銭
函
の

各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い

て
い
ま
す
。

　

記
載
欄
が
足
り
な
い
と
き
は
別

紙
を
用
意
い
た
だ
き
、
封
を
す
る
際

に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

財
政
的
な
厳
し
さ
も
あ
り
、
す
べ
て
を
実

行
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
で
き
る

こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
い
た
だ
い
た
手
紙
の
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
裏
表
紙

に
記
載
）
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
本
誌
「
お

し
ゃ
べ
り
広
場
」
で
も
一
部
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
紹
介
し
て
い
る
手
紙
は
「
掲
載

可
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
匿
名

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
市
長
へ
の
手
紙
」の
出
し
方

　

次
ペ
ー
ジ
の
専
用
用
紙
を
切
り
取
り
、

内
容
を
記
入
し
て
封
を
し
、
そ
の
ま
ま
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ァ
ク
ス
を
利
用
す
る
際

は
、
専
用
用
紙
の
内
容
を
記
入
し
た
面
を

広
報
広
聴
課
（
�
�
４
３
３
１
）
へ
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
広
く
お
聴
き
す
る
た
め
、　

年
度
か
ら
毎
年
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を

11

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の　

年
度
の
結
果
と
、
手
紙
の
送
付
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。

１８

皆
さ
ん
の

皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

　

年
度
の「
市
長
へ
の
手
紙
」

１８
　
　

年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

１８

「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
１
８
５
通
で
す
。

手
紙
に
書
か
れ
て
い
た
ご
意
見
を
内
容
で

分
け
る
と
、
２
４
５
件
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

�
市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て

�
室
内
水
泳
プ
ー
ル
を
廃
止
し
な
い
で

�
包
装
紙
な
ど
の
過
剰
包
装
抑
制
運
動
の

　

実
施
に
つ
い
て

�
市
職
員
は
市
内
に
居
住
す
べ
き
で
は

�
市
内
で
の
買
物
・
飲
食
を
推
進
し
て

�
保
健
所
の
ト
イ
レ
に
子
ど
も
用
の
便
座

　

を
取
り
付
け
て

　

ご
意
見
の
ほ
と
ん
ど
は
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
着
し
た
も
の
が
多
く
、
市
で
は
貴
重

な
声
と
し
て
厳
粛
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

１９年度の実施に向けて

　「市長への手紙」は、平成１１年度に始め

てから９年目を迎えます。

　これまでいただいた手紙の内容は、い

ろいろな分野にわたっていますが、まち

づくり・地域づくりへの思いが伝わって

くるものばかりです。

　昨年度は、市立病院の統合・新設につい

てのご意見が多く寄せられました。いた

だいたご意見は厳粛に受け止め、市立病

院の建設に取り組んでまいります。

　今後も、市民の皆さんとの連携を大切

にしたまちづくりを進めていきますの

で、一人でも多くの

皆さんの声をお聴か

せください。

市
長
へ
の
手
紙

市
長
へ
の
手
紙
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や
各
詳
細
計
画
と
し
て
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。

基
本
設
計
の
進
行
段
階

　

基
本
設
計
は
、
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す（
左
の
図
を
参
照
）。
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、

関
係
者
と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

基
本
設
計
へ
の
取
り
組
み

　

新
病
院
の
基
本
設
計
に
つ
い
て

は
、
本
誌
４
月
号
で
そ
の
概
要
と

設
計
者
の
決
定
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
４
月
に
病
院

職
員
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
病

院
内
に
専
門
部
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
設
計
業
務
を
進
め
る
た
め
の

体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

設
計
業
務
の
期
間
は
来
年
２
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
に
、
出
入
り
口
を
含
め
た
建
物

の
配
置
や
階
数
の
設
定
な
ど
、
病

院
建
物
の
全
体
的
な
計
画
を
検
討

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
部
屋
の
広

さ
や
機
能
的
な
配
置
な
ど
、
個
別

の
計
画
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
検
討
を
基
に
基
本
設
計
図

現
在
は
、
第
２
段
階
の
基
本
計
画

に
進
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
建
物
の
階
数
計
画
や
各
階
に
お

け
る
部
屋
の
配
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
業
と
並
行

し
て
、建
物
構
造
や
電
気
・
設
備

の
計
画
の
ほ
か
、
建
設
工
事
費
概

算
金
額
の
算
定
、
工
事
発
注
方
式

の
検
討
な
ど
も
行
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

こ
の
よ
う
に
基
本
設
計
に
は
、

病
院
と
し
て
必
要
な
規
模
・
機
能

の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
決
定
し
て
い
く

重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
新
病

院
が
市
民
の
病
院
と
し
て
、
快
適

で
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
引
き
続
き
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
立
病
院

新
築
準
備
室
�
�
１
２
１
１
内
線

３
８
０
、�
�
６
４
２
４
へ
ど
う
ぞ
。

動
き
出
し
た

　
　
　

動
き
出
し
た

新
病
院
建
設

　
　
　
　
　

新
病
院
建
設

新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
現
在
、

新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
現
在
、

基基
本
設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

本
設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

で
す
。
そ
の
進
行
状
況
を
市
民
の

そ
の
進
行
状
況
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

�　情報公開制度の運用状況

取り下げ

開示決定等の内訳公文書
開示請求
件数

公文書
不存在

不開示
開示

一部全部

１件２件１件２７件１５件４６件

�　電子計算機処理に係る個人情報保護制度の運用状況

保有個人情報の処理内容
保有個人情報
開示請求件数

電子計算機
処理等
届出件数

外部提供
届出件数

目的外
利用
届出件数

個人情報
ファイル
保有件数

１０件３件４０件２３９件０件

平成１８年度における公文書の開示請求や電子計

算機により処理された保有個人情報の運用状況

などについて、お知らせします。

《新しくなった情報公開と個人情報保護の制度》

　市では、開かれた市政を目指し、請求に基づき市の公

文書を開示しています。しかし、情報公開の拡大が進む

一方で個人情報の保護に課題が生じてきました。

　そこで既存の制度を見直すに当たり、市長が情報公

開審査会および個人情報保護審議会に諮問。その答申

内容に基づき、今年４月から新しい制度としました。

制度の内容については、本誌４月号と市ホームページ

（アドレスは裏表紙に記載）でお知らせしています。

《１８年度の制度運用状況（４月～１９年３月）》

　情報公開制度の運用状況は右の表�のとおりです。

市政資料などによる情報提供は６５０件でした。

　また、個人情報保護制度の運用状況については上の

表�のとおりです。ただし個人情報は、１８年度まで電

子計算機処理されたもののみが対象でした。１９年度か

らは公文書に記録されたものも対象となります。

�お問い合わせは、総務課情報公開担当（市役所別館１

階市民ホール）��４１１１内線４２１、��１４８７へどうぞ。

小樽市情報公開・個人情報保護制度の運用状況

そ
の
２

そ
の
２

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院新市立病院

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ののののののののののののののののののののの進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行段段段段段段段段段段段段段段段段段段段段段階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階基本設計の進行段階

基本計画を基に医師など各部
門担当者へ意見を聞き、医療機
器の設置などを想定した部屋
の詳細を基本設計にまとめる

第３段階　基本設計

設計条件などを整理し、建物内
の人や物品、情報の動線を考慮
した配置計画などを作成する

第２段階　基本計画

病院内に専門部会などをつ
くって設計への条件を確認し、
新病院のイメージを作成する

第１段階　基本調査

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
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人
の
ぬ
く
も
り
を
表
現
し
た
い

漫
画
家
で
、
南
樽
市
場
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

　

「
市
場
で
買
い
物
を
し
て
い
た
と
き
、
ふ
と

�
赤
い
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
て
緑
の
長
靴
を
履
い

た
女
の
子
が
こ
こ
に
い
た
ら
か
わ
い
い
な
�と

思
っ
た
ん
で
す
」
と
、
横
山
文
代
さ
ん
。

　

も
と
も
と
市
場
が
好
き
な
横
山
さ
ん
。
偶

然
、
隣
が
『
南
小
樽
市
場
協
同
組
合
』
の
理
事

の
方
の
家
だ
っ
た
た
め
、
以
前
よ
り
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
思

い
付
い
た
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
描
い
た
の
が
�
み

な
み
ち
ゃ
ん
�
で
す
。
そ
れ
か
ら
約
７
年
た
ち

ま
す
が
、
今
も
看
板
娘
と
し
て
お
店
や
お
客
さ

ん
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

横
山
さ
ん
が
漫
画
家
に
な
っ
た
の
は
、
当
時

の
漫
画
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
友
人
と
漫
画
を
投
稿

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
プ
ロ
に
な

ら
な
い
か
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
ず
い
ぶ
ん
悩

み
ま
し
た
。
本
当
は
画
家
に
な
り
た
く
て
、
美

術
大
学
を
目
指
し
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
母

に
�
大
学
は
い
つ
で
も
行
け
る
け
ど
、
チ
ャ
ン

ス
は
一
度
し
か
な
い
よ
�
と
言
わ
れ
、
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　

母
親
の
体
が
弱
か
っ
た
た
め
東
京
へ
は
行
か

ず
、
小
樽
、
札
幌
、
東
京
を
往
復
し
な
が
ら
漫

画
を
描
き
ま
し
た
。「�
読
者
の
期
待
を
裏
切
ら

な
い
よ
う
な
良
い
作
品
を
�
と
言
わ
れ
続
け
た

の
で
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
く
大
変
で
し
た
。

で
も
、や
り
が
い
も
あ
り
ま
し
た
ね
。良
い
漫
画

を
描
く
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に　

年
が
過
ぎ
ま
し
た
」

１０

　
　

歳
に
な
っ
た
こ
ろ
、
母
親
が
病
に
倒
れ
ま

３４
し
た
。
横
山
さ
ん
は
、
介
護
に
専
念
す
る
た
め

活
動
を
休
止
し
ま
し
た
。「
母
は
こ
の
こ
と
を
気

に
し
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
介
護
を
通
し
て
、医
師
や
市
場
の
皆
さ
ん
、

そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
人
の
温
か
さ
に
触
れ
ら

れ
た
ん
で
す
。と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、

小
樽
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
」

　

今
は
母
親
の
病
状
も
落
ち
着
き
、
本
格
的
に

活
動
再
開
の
準
備
を
進
め
る
横
山
さ
ん
。「
今
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
長
く
愛
さ
れ
る
作
品

を
描
き
た
い
で
す
。
読
ん
だ
ら
心
が
ほ
っ
と
し

て
、人
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
…
」

 横  山  文  代 さん
よこ やま ふみ よ

入船で生まれ、現在も入船に住む。高校２年生の
ときに投稿した漫画で才能を認められ、翌年デ
ビュー。少女漫画誌マーガレットの専属漫画家と
して約１０年間活躍した。現在は、イラストデザイ
ンのほか、新聞の挿し絵やかまぼこを紹介する子
供向け漫画を描くなど、幅広い仕事を手掛ける。

中央の少女が南樽市場の看板娘「みなみちゃ
ん」。店内のあちこちで笑顔と愛きょうを振
りまき、心を和ませます。

情
熱
の
ダ
ン
ス
が
魅
力

ミ
ロ
ン
ギ
ー
タ

　

「
男
女
ペ
ア
で
踊
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

は
抱
擁
の
ダ
ン
ス
。
と
て
も
情
熱
的
な
ん
で

す
。
感
情
込
め
て
踊
る
姿
に
は
、
つ
い
目
を
奪

わ
れ
ま
す
よ
」
と
語
る
の
は
、
会
を
立
ち
上
げ
た

１
人
で
あ
る
中
村
ひ
と
み
さ
ん
。

　

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

に
参
加
し
た
中
村
さ
ん
は
、
一
目
見
て
そ
の
魅

力
に
引
か
れ
、
翌
月
、
友
人
２
人
と
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は　

人
。
月
３
回
の

１０

練
習
の
う
ち
２
回
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
先
生

を
招
い
て
い
ま
す
。

　

「
会
員
に
は
ア
メ
リ
カ
人
も
い
る
の
で
、
英

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
日
本
語
が
飛
び
交
い
国
際

的
な
雰
囲
気
で
す
よ
。
そ
ん
な
レ
ッ
ス
ン
が
、

ま
た
楽
し
く
て
。
で
も
、
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
踊
り
は
ま
だ
ま
だ
。
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
る
の

に
必
死
で
す
」

　

下
は
中
学
生
、
上
は　

歳
代
と
年
齢
も
幅
広

５０

い
会
で
す
が
、
お
互
い

冗
談
が
言
い
合
え
る
ほ

ど
仲
良
し
。

　

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ

ン
ゴ
を
始
め
る
と
、
男

性
も
女
性
も
よ
り
魅
力

的
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
、
会
員
募
集

中
。
ま
ず
は
見
学
を
」

�
連
絡
先
／
中
村
�
０

９
０（
３
７
７
８
）３
４

８
８

市内で活躍するサークル・団体の情報を、広報広聴課へお寄せください（あて先は裏表紙に記載）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　
　
　
　

タ
ン
ゴ

　

「
あ
あ
潮
陵
に 
暁  
鐘 
は
鳴
る
」
と
歌
い
出
さ
れ
る
小
樽
潮

ぎ
ょ
う 
し
ょ
う

陵
高
校
の
校
歌
。
歌
詞
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
端
正
な

曲
が
合
致
し
、
同
校
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。大
正
八
年
三
月
、同
校
前
身
の
庁
立

小
樽
中
学
校
の
卒
業
式
で
初
め
て
歌
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

歌
を
作
詞
し
た
の
が
、
第
四
期
生
の
岡
田
三
郎
で
し
た
。

　

岡
田
三
郎
は
、
明
治
二
十
三
年
二
月
、
松
前
町
で
誕
生
。

生
家
の
没
落
な
ど
で
親
戚
を
頼
り
来
樽
し
、
そ
の
後
、
小

樽
中
学
校
に
入
学
。
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
ま
し
た
。
税

務
署
勤
務
や
軍
隊
生
活
を
経
験
し
た
後
、
上
京
し
早
稲
田

大
学
に
入
学
。
大
正
六
年
に
新
聞
懸
賞
小
説
に
応
募
し
た

『 
涯 
な
き 
路 
』が
一
等
当
選
し
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

は
て 

み
ち

た
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、
帰
国
後
、『
コ
ン
ト
』（
掌

編
小
説
）
を
日
本
に
紹
介
す
る
な
ど
、
モ
ダ
ン
な
ス
タ
イ

ル
の
小
説
を
試
み
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
は
三
郎
の
資
質
に
そ
ぐ

わ
ず
、
自
然
主
義
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る 
徳  
田  
秋  
声 

と
く 

だ 

し
ゅ
う 
せ
い

に
感
化
さ
れ
、
自
ら
の
生
活
に
密
着
し
た
私
小
説
的
作
品

を
書
き
始
め
ま
す
。
小
説
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
く
の
は
、
三
郎
が
交
際
し
た
女
性
た
ち
で
し
た
。
最
初

の
結
婚
か
ら
三
年
も
経
た
な
い
と
き
に
旧
知
の
女
性
と 
失 
し
っ

 
踪 
し
、
よ
う
や
く
落
ち
つ
い
た
か
に
見
え
た
三
度
目
の
結

そ
う婚

後
も
、
突
然
、
銀
座
で
働
く
少
女
と
逃
避
行
。
こ
の
よ

う
に
、
波
乱
に
満
ち
た
生
活
の
す
べ
て
が
小
説
の
素
材
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
作
品
を
書
く
以
前
に
、
自
分
の

生
活
環
境
を
自
己
流
に
作
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
破
滅
型
作
家
」
の
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
件
は
、
時
局
を
わ
き
ま
え
ぬ
軽
薄
な
行
為

と
新
聞
で
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
や
む

に
や
ま
れ
ぬ
行
為
か
ら
招
い
た
こ
と
す
べ
て
を
自
分
の
運

命
と
受
け
入
れ
た
作
品
『
秋
・
冬
』
な
ど
が
、
伊
藤
整
ら

に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
最
後
の
妻
に
先
立
た
れ
、

幼
い
遺
児
を
抱
え
て
終
戦
前
後
の
苦
し
い
日
々
を
送
っ
た

三
郎
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
六
十
四
歳
で
こ
の
世
を
去
り

ま
し
た
。

　

私
小
説
の
数
々
の
名
作
を
残
し
な
が
ら
「
忘
れ
ら
れ
た

作
家
」
と
な
っ
た
岡
田
三
郎
。
し
か
し
、
そ
の
若
い
日
の

は
つ
ら
つ
と
し
た
感
性
は
、
今
も
潮
陵
高
校
の
校
歌
と
し

て
小
樽
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

※
６
月
号
で
佐
川
ち
か
が
大
野
百
合
子
の
一
歳
年
下
と
し
ま
し
た

が
、大
野
が
明
治
四
十
一
年
、佐
川
が
四
十
四
年
生
ま
れ
で
、正
し
く

は
三
歳
年
下
の
誤
り
で
し
た
。謹
ん
で
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

お
た
る

お
た
る
文文
学
散
歩

学
散
歩

第
十
三
話

岡
田
三
郎

小
説
家
の
運
命

第
十
三
話　

岡
田
三
郎　

小
説
家
の
運
命

協
力
・
市
立
小
樽
文
学
館

潮陵高校敷地内にある校歌歌碑

岡田三郎
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必ず帰ってきてね
５月２８日、 鰊 御殿の前浜で、祝津小学校の児童による

にしん

ニシンの幼魚放流が行われました。放流されたニシン

は、順調に育つと、３～４年後にまた祝津の浜に帰って

きます。小樽にとってニシンは特別な魚。子どもたち

は、ニシンが帰ってくることを願いながら、幼魚をそっ

と海に放しました。　

も
う
す
ぐ
み
ん
な
お
母
さ
ん

６
月
５
日
、
保
健
所
で
は
妊
娠
中
の
方
を
対
象
に

新
し
い
講
座「
に
こ
た
ま
ク
ラ
ブ
」を
実
施
。　

１５

人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

議
で
は
、「
立
ち
会
い
出
産
っ
て
ど
う
な
の
？
」

「
出
産
後
に
体
重
は
元
に
戻
る
の
？
」な
ど
、話
題

が
尽
き
な
い
様
子
。
最
後
は
お
互
い
の
連
絡
先

を
交
換
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

ご
み
の
分
別
は
大
切
ね

5
月　

日
、「
動
く
市
政
教
室
」を
実
施
。

２２

　

人
の
皆
さ
ん
が
、
桃
内
の
北
し
り
べ

３７し
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。
環
境
に
配
慮
し
た
最
新
設
備

で
ご
み
を
処
理
す
る
一
方
、
誤
っ
て
分

別
さ
れ
た
資
源
物
を
手
作
業
で
除
い
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
家
庭
で
の
分
別
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

決定�小樽のクイズ王
５月１８日～２０日、サンモール一番街商店街などを会場に「第３回小

樽さくら祭り」が開催されました。初日のメーンイベントは、３万

円の賞金をかけたクイズ大会。約４０人が参加し、最後は勝ち残った

５人で決勝戦が行われました。最初は気楽に参加した皆さんも、い

ざ賞金が目の前に近付いてくると真剣そのもの。白熱したクイズ戦

が展開されました。

没後２０年　森本三郎展
５月２６日～７月１日、美術館では森本三郎の没後２０

年を節目とした回顧展を開催。代表作『雪の小樽』の

連作など、油絵７０点素描５０点を展示しました。７月

５日～２２日には、昨年８月に逝去した三郎の夫人、森

本光子の作品展を開催します。

「広報おたる」に掲「広報おたる」に掲載したあなたの写真を差し上げ載したあなたの写真を差し上げ
ます。ご希望の方はお申し出ください。ます。ご希望の方はお申し出ください。

　力強くボートを漕ぐのは、桜陽高校ボート部の皆さん。

勝納艇庫そばの運河を中心に、春から秋までほぼ毎日練

習を行っています。

　オールの動き一つが乱れても

結果に影響するボート競技は、

チームワークが命。お互いに息

を合わせながら、全身で漕ぎ進

めます。仲間たちは、強いきず

なで結ばれています。

今月の表紙「チームワーク」

　ぼくのわたしのぼくのわたしの

大好きなひと大好きなひと２０

桜小学校６年　�  　 
たか

 橋 　 美  帆 さん
はし み ほ

　 志  保 ちゃんのことは幼稚園から知っていたのですが、
し ほ

仲良くなったのは小学校４年生のとき。同じクラスになっ

てからです。それまでは、家も近所だったのにあまり話

をしたことがありませんでした。でも、今ではいつも一

緒です。学校の行き帰りや帰ってからも。家から学校ま

ではすぐなのに、どちらかが遅くなったら、ずっと待っ

ているんです。

　いつも一緒にいると、たまにけんかになることがあり

ます。だけど、次の日にはお互い「ごめんね」と言って

仲直りできます。志保ちゃんにはなぜか素直に謝れるん

です。わたしが悪いことをしてママにしかられたときも、

初めは謝れないのに、志保ちゃんに話した後は、素直に

謝れるようになるんです。

　２人の将来の夢は、志保

ちゃんが漫画家で、わたし

が女優になること。そして

２人一緒にテレビに出るこ

とです。

　志保ちゃん、夢が実現す

るように頑張ろうね。これ

からも仲良くしてね！ 美帆さん（左）と 金  沢  志  保 さん（右）
かな ざわ し ほ
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